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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
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政
治
と
カ
ネ

の
問
題
が
嫌
に

な
る
ほ
ど
毎
日

メ
デ
ィ
ア
を
賑

し
て
い
る
▼
以

前
か
ら
不
思
議

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

▼
一
般
企
業
が
問
題
を
起
こ

せ
ば
、
そ
の
本
人
や
場
合
に

よ
っ
て
は
代
表
な
り
が
責
任

を
取
っ
て
辞
職
す
る
。
そ
れ

が
当
た
り
前
だ
と
普
通
に
思

う
▼
し
か
し
国
務
大
臣
等
の

要
職
に
つ
い
た
国
会
議
員
は

問
題
行
動
を
起
こ
し
た
と

き
、
大
臣
を
辞
職
す
る
だ
け

で
議
員
を
辞
め
る
こ
と
は
な

い
。
そ
し
て
次
の
選
挙
に
は

何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

平
然
と
立
候
補
し
て
く
る
▼

い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
献

金
が
仮
に
法
律
で
認
め
ら
れ

て
い
て
も
、
本
来
で
あ
れ
ば

い
っ
た
ん
辞
職
す
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か（
恥
ず
か
し
く
て
出
ら
れ

な
い
）
？
　
そ
う
い
え
ば
今

の
総
理
大
臣
は
以
前
総
理
大

臣
を
勤
め
そ
の
時
に
は
放
り

投
げ
た
と
思
っ
た
が
…
…
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉二
枚
角
の
う
ま
い

活
用
で
…
…
。

（
　
分
で
二
段
）
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 確申期最盛期、減らない来署者に混乱！
　 原因は国税庁の呼び込む施策にある

　
実
質
上
１
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
確
定
申
告
期
も
終
盤
に
入
り
、
職
員
の
疲
労

は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
庁
は
来
署
者
削
減
を
い
い
ま
す
が
、
閉
庁
日
対
応
や
来
署
型
e
‐
T
a
x
で
の
代

打
ち
で
リ
ピ
ー
タ
ー
が
減
り
ま
せ
ん
。
二
極
化
し
て
い
る
納
税
者
に
対
応
で
き
る
、

具
体
的
な
施
策
を
示
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

 北
か
ら
南（
確
定
申
告
編
）

　
各
地
連
か
ら
の
機
関
紙
・
情
報
転
載

 申
告
書
提
出
で
長
蛇
の
列

　
収
受
体
制
の
見
直
し
を（
関
信
地
連
）

　
２
月
　
日
の
日
曜
日
に
、

22

全
国
税
本
部
と
関
信
地
連
合

同
で
越
谷
署
（
単
独
署
外
会

場
）
と
、
埼
玉
ア
リ
ー
ナ
会

場
（
浦
和
・
大
宮
署
合
同
会

場
）
に
現
地
調
査
に
行
き
ま

し
た
。

　
日
曜
開
庁
に
反
対
す
る
立

場
か
ら
例
年
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

両
会
場
と
も
長
蛇
の
列
。

（
写
真
は
埼
玉
ア
リ
ー
ナ
）

　
特
に
目
立
っ
た
の
は
、
す

で
に
作
成
で
き
て
い
る
納
税

者
が
多
数
来
所
し
て
い
る
こ

と
。
　
越
谷
会
場
で
は
、
職
員
３

人
で
は
処
理
し
き
れ
ず
、
提

出
待
ち
の
列
を
別
に
番
号
札

順
に
並
ば
せ
て
お
り
、
ア

リ
ー
ナ
会
場
で
は
収
受
担
当

者
が
７
人
で
対
応
し
て
い
ま

 超
勤
削
減
の
た
め
に
は

 4
時
受
付
終
了
を（
近
畿
地
連
）

し
た
が
、
列
が
途
切
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
会
場
に
は
提
出
ボ
ッ
ク
ス

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
説
明
が
な
い
た
め
投
函

す
る
人
は
少
な
く
、
気
づ
か

ず
に
列
に
並
ん
で
い
る
人
が

多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
あ
る
中
規
模
署
で
　
日
の

22

来
署
者
の
内
訳
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
来
署
者
数
１
，１

７
８
名
中
、
相
談
者
は
６
９

５
名
。
残
り
の
５
０
０
名
弱

が
提
出
の
た
め
に
来
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
来

署
者
は
減
ら
な
い
訳
だ
。

　
提
出
の
た
め
に
来
る
納
税

者
を
見
る
と
、
手
書
き
の
自

書
申
告
者
や
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
印
刷
し
て
き
た
人

も
多
い
。
二
極
化
と
は
こ
の

層
を
言
う
が
、
自
書
申
告
さ

れ
る
納
税
者
は
慣
れ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
、
郵
送
を
勧

め
る
。
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
含
め
自
分
で
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
作
成
さ
れ
る
方

は
、
自
宅
送
信
や
印
刷
機
能

の
環
境
整
備
を
す
る
べ
き

だ
。
　「
去
年
は
パ
ソ
コ
ン
で

打
っ
て
く
れ
た
」
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
普
及
率
を
あ
げ
る
た
め
に

代
打
ち
を
し
て
き
た
過
ち
を

正
さ
な
い
と
来
署
者
は
永
久

に
減
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
挙
署
一
体
応
援
体
制
は

　
　
ど
こ
へ
い
っ
た（
東
京
地
連
）

2
月
　
日
・
東
京
局
保
土
ヶ

19

谷
署
　
時
　
分

20

55

　
今
事
務
年
度
の
東
京
局
で

は
、
確
定
申
告
期
の
法
人
部

門
か
ら
個
人
部
門
へ
の
部
門

間
応
援
が
３
月
か
ら
、
と
後

ろ
倒
し
さ
れ
た
。
昨
事
務
年

度
は
２
月
か
ら
部
門
間
の
応

援
体
制
が
組
ま
れ
て
い
た

が
、
調
査
等
の
事
務
効
率
が

悪
い
と
い
う
事
か
ら
２
月
中

は
応
援
を
出
さ
ず
３
月
か
ら

の
応
援
と
な
っ
た
。
こ
こ
で

も
調
査
事
務
量
の
確
保
・
調

査
件
数
の
確
保
が
優
先
さ
れ

た
形
と
な
っ
た
。
長
官
交
渉

で
庁
当
局
が
繰
り
返
し
回
答

し
て
い
た
確
定
申
告
期
の

「
挙
署
一
体
応
援
体
制
」
は
、

各
署
の
現
場
で
は
画
餅
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
体
ど

の
段
階
で
、
こ
の
よ
う
に
骨

抜
き
に
さ
れ
た
の
か
。
実
質

的
に
従
事
者
の
大
幅
減
と

な
っ
た
現
場
で
は
、
審
査
の

担
当
者
が
相
談
事
務
に
四
六

時
中
駆
り
だ
さ
れ
審

査
事
務
の
進
捗
が
芳

し
く
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の

し
わ
寄
せ
は
結
局
個

人
部
門
職
員
へ
、
連

日
の
超
過
勤
務
と
し

て
降
り
か
か
っ
て
い

る
。
併
せ
て
法
人
部

門
の
調
査
件
数
の
削

減
を
し
、
部
門
間
の

応
援
が
し
や
す
い
体

制
を
作
ら
な
け
れ

ば
、
法
人
部
門
職
員

へ
の
負
担
も
と
て
も

大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
流
し

込
み
、
立
ち
ぱ
な
し
は
例
年

同
様
で
す
。
今
か
ら
は
、
担

当
職
員
は
体
力
の
限
界
に
挑

戦
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
大
阪
局
局
長
は
「
　
時
以

17

降
に
申
告
相
談
が
ず
れ
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
と
指

示
し
た
。
そ
の
た
め
か
今
年

の
申
告
相
談
案
内
は
、
別
表

の
と
お
り
『
４
時
』
の
文
字

が
見
え
ま
す
が
、「
早
め
」

「
で
き
る
だ
け
」と
ご
く
控
え

目
な
表
現
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
　
し
か
し
、
西
日
本
各
局
は

『
相
談
受
付
終
了
午
後
4
時
』

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

全国税東大阪支部各署の申告相談

各地で超勤パトロール実施中
　名古屋中署・2月20日（金）
　　　超勤パトロール実施:18時00分、在署者数

在署人数は､左の表のとおりです。
在署人数は､署長･副署長･総務課
長･行(二)職員以外の在署してい
た職員をすべてカウントしていま
す。
　したがって､｢外部相談会場で仕
事をしていた職員｣｢直帰り等の出
張中の職員｣は、18時00分に仕事
をしていてもカウントされていま
せん。　　　　（名古屋中分会）

近畿地連・東大阪支部紙転載

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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こ
れ
ま
で
広
報
の
み
で

具
体
策
は
現
場
に
丸
投
げ

し
て
い
た
庁
。
や
っ
と
重

い
腰
を
上
げ
「
受
付
の
締

め
切
り
徹
底
」
を
署
に
指

示
し
始
め
た
、
と
聞
く
。

そ
の
効
果
の
表
れ
か
？

流
し
込
み
巡
回
指
導

　
庁
は
、
ス
ペ
ー
ス
確
保

と
指
導
時
間
短
縮
を
謳
い

文
句
に
全
庁
統
一
策
と
し

て
し
ば
り
を
か
け
て
お

り
、
原
則
と
し
て
署
の
自

主
性
を
認
め
よ
う
と
は
し

て
い
な
い
。

「
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
」

と
い
う
意
味
で
納
税
者

に
、
そ
し
て
「
ク
レ
ー
ム

の
増
加
」
と
い
う
面
で
職

員
に
犠
牲
を
強
い
る
こ
と

と
な
る
。
ま
た
、
後
倒
し

に
よ
っ
て
浮
い
た
時
間
を

調
査
事
務
等
に
振
り
向
け

よ
う
と
し
て
お
り
、
職
員

の
負
担
軽
減
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。

確
申
期
体
制
構
築
の
 

　
　
　
　
　
　
後
倒
し

　
Ｂ
署
・
会
場
設
営
等
を

一
月
末
に
後
倒
し
。
納
談

も
う
で
き
な
い

【
名
古
屋
・
中
村
分
会
】

　
二
度
目
の
卒
業
を
間
近

に
控
え
た
職
員
（
再
任
用

５
年
目
）
が
１
月
に
辞
職

し
ま
し
た
。
理
由
の
一
つ

に
「
今
の
申
告
相
談
の
や

り
方
で
は
も
う
無
理
。
身

体
が
限
界
で
も
う
で
き
な

い
」
と
辞
職
を
決
意
。
ま

た
「
職
場
の
仲
間
に
わ
る

い
な
ぁ
…
…
」
と
一
言
。

こ
れ
か
ら
も
再
任
用
者
が

増
え
る
中
、
職
員
の
年
齢

構
成
に
あ
っ
た
運
営
を
期

待
し
た
い
。

今
年
も
始
ま
っ
た
 

　
　
地
獄
の
確
申
期

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

　
新
年
を
迎
え
、
周
辺
署

で
は
相
も
変
ら
ぬ
地
獄
の

確
申
期
に
突
入
し
ま
し

た
。
各
署
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
減
ら
し

　
数
年
前
か
ら
、
庁
は
よ

う
や
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
称
し
て

Ｅ
タ
ッ
ク
ス
に
こ
だ
わ
ら

ず
「
自
宅
の
Ｈ
Ｐ
を
使
っ

た
書
面
作
成
等
」
の
推
進

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
未
だ
現
場
で

は
リ
ピ
ー
タ
ー
減
少
の
実

感
は
な
い
。
せ
め
て
三
年

早
く
取
り
組
ん
で
も
ら
え

れ
ば
普
及
が
加
速
し
、
現

場
も
楽
に
な
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
に
。

相
談
の
五
時
終
了

　
Ａ
署
・
打
ち
合
わ
せ
等

で
相
談
の
五
時
終
了
に
向

け
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

事
務
か
ら
の
撤
退
前
哨
戦

か
？

挙
署
体
制
の
徹
底

　
Ｃ
署
・
総
務
主
導
で
、

法
人
職
員
や
ア
ル
バ
イ
ト

職
員
を
相
談
・
検
算
・
申

告
書
入
力
等
に
随
時
、
機

動
的
に
投
入
す
る
挙
署
体

制
を
徹
底
。

　
職
員
負
担
の
平
準
化
を

図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は
評

価
で
き
る
。

　
署
間
応
援
の
増
加

　
Ｄ
署
・
局
員
に
よ
る
仙

台
局
応
援
の
あ
お
り
を
受

け
、
署
間
応
援
は
か
な
り

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

進
み
す
ぎ

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

コ
ラ
ム
・
私
鉄
沿
線
よ
り

　
普
通
科
　
期
台
前
半
の

40

４
級
が
い
る
の
に
　
期
が

49

６
級
昇
格
し
た
な
ん
て
。

人
事
院
も
「
進
み
す
ぎ
て

い
る
」
と
い
う
は
ず
だ
。

国公一般・全国税への加入を訴え

　
2
月
　
日
、
名
古
屋
国
税

12

局
前
で
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公

組
合
員
2
名
と
全
国
税
組
合

員
5
名
（
加
藤
哲
明
・
加
藤

正
一
・
若
杉
誠
・
服
部
憲
司
・

大
野
由
美
子
さ
ん
）
で
、
国

公
一
般
が
作
成
し
た
機
関
紙

5
0
0
枚
を
配
布
し
、
全
国

税
・
国
公
一
般
へ
の
加
入
を

訴
え
ま
し
た
。

　
機
関
紙
は
午
前
7
時
　
分
45

か
ら
配
布
し
約
　
分
で
配
布

30

し
終
え
、
同
時
に
局
員
の
早

期
出
勤
の
実
態
も
把
握
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
2
月
　
日
（
金
）、
全
国
税

20

の
組
合
員
2
名
が
参
加
し
て

国
公
一
般
北
海
道
は
、
小
玉

国
公
一
般
委
員
長
以
下
4
名

が
札
幌
南
税
務
署
前
で
、
非

常
勤
職
員
な
ど
に
組
合
加
入

を
呼
び
か
け
る
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
札
幌
西
税
務

署
（
　
月
）、
札
幌
北
税
務
署

12

（
1
月
）
に
次
ぐ
、
3
度
目
の

 国
公
一
般
、全
国
税
 

  税
務
署
前
宣
伝
行
動（
北
海
道
地
連
）

行
動
に
参
加
し
た
組
合
員

　
　
　
　（
左
・
酒
井
さ
ん
、
右
・
坂
東
さ
ん
）

　
非
常
勤
職
員
の

　
　
　
雇
い
止
め
を
や
め
ろ

　
2
月
　
日
、
埼
玉
県
支
部

10

は
安
島
支
部
長
以
下
5
名
で

所
沢
署
に
、
非
常
勤
職
員
の

雇
い
止
め
を
お
こ
な
わ
な
い

よ
う
要
請
行
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
所
沢
署
で
は
2
0
1
1
年

2
月
に
非
常
勤
職
員
3
名
に

解
雇
予
告
を
出
し
ま
し
た
。

雇
い
止
め
に
あ
っ
た
非
常
勤

職
員
か
ら
「
私
た
ち
は
切
り

捨
て
ら
れ
る
物
扱
い
な
の
で

し
ょ
う
か
」
と
、
全
国
税
組

合
員
に
相
談
が
あ
り
、
所
沢

署
当
局
に
撤
回
を
求
め
撤
回

を
実
現
さ
せ
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。
以
後
毎
年
「
非
常
勤

職
員
の
雇
い
止
め
は
す
る

な
」
と
、
要
請
行
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
交
渉
で
は
、
全
国
税
が
取

り
組
ん
だ
「
非
常
勤
職
員
ア

要
請
書
を
渡
す
安
島
埼
玉

県
支
部
支
部
長
（
左
）

ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
で
「
一

番
の
不
安
」
は
「
継
続
雇
用

さ
れ
る
か
」
に
あ
り
、
本
人

の
継
続
希
望
を
尊
重
す
る
よ

う
要
求
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
補
助
業
務
と

言
え
な
い
仕
事
の
や
ら
せ
か

た
の
問
題
を
提
起
し
、
税
務

職
俸
給
表
を
基
準
に
し
た
賃

上
げ
を
要
求
し
ま
し
た
。

所
沢
署
に
要
請
行
動
―
関
信
地
連

 国
公
一
般
と
共
同
で
東
京
国
税
局
前

　
　
　
　
　
　
　
宣
伝
行
動（
東
京
地
連
）

非常勤職員雇い止めをやめ、処遇の改善を

 中
部
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
・
全
国
税

 で
宣
伝
行
動（
東
海
地
連
）

行
動
と
な
り
ま
す
。

　
非
常
勤
職
員
な
ど
の
登
庁

時
間
で
あ
る
8
時
　
分
～
9

30

時
に
、
国
公
一
般
の
加
入
を

呼
び
か
け
る
ビ
ラ
を
配
布
し

ま
し
た
。
登
庁
者
の
8
割
以

上
に
受
け
取
っ
て
も
ら
い
、

8
時
　
分
頃
に
は
ビ
ラ
　
部

45

60

を
完
全
に
配
付
し
終
わ
り
ま

し
た
。

 全
国
で
加
入

拡
大
宣
伝
行
動

　
２
月
６
日
、
東
京
国
税
局

前
で
国
公
一
般
と
全
国
税
東

京
地
連
が
共
同
し
て
「
非
常

勤
職
員
雇
い
止
め
反
対
宣
伝

行
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
に
は
　
名
が
参
加

２０

し
、
東
京
局
で
実
際
行
わ
れ

た
雇
い
止
め
の
事
例
や
、
雇

い
止
め
に
あ
っ
た
非
常
勤
職

員
の
声
を
掲
載
し
た
機
関
紙

（
一
部
下
記
に
抜
粋
）
１
２
０

０
枚
を
　
分
で
配
布
し
、
国

２０

公
一
般
や
全
国
税
へ
の
加
入

を
訴
え
ま
し
た
。

なくせ原発集会日本全国で開催！
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災
は
天
災
で
す
が
、

原
発
事
故
は
人
災
で
す
。
原
発
の
な
い
日
本
を
求
め
地
元
福
島
は
じ
め
日
本
全

国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
参
加
を
！

非常勤職員の雇い止めを撤回させた大きな力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(元Ｙ税務署のＫさん)
　私が働いている職場で非常勤職員の雇い止め問題が発生しま
した。当時の非常勤職員は3ヵ月の更新を繰り返す雇用形態で
したが、雇用期間の終了のわずか2日前に当局は雇い止めを通告
しました。
　何の理由も示さず､一方的で恣意的な通告でした。ただちに職
場の労働組合が当局に申し入れをして、国公一般や地域の労働
組合とともに雇い止めを撤回させるたたかいを行いました。そ
の後、当局は雇い止めを撤回しましたが、国の行政機関が、非常
勤職員をモノ扱いして雇い止めをしようとしたことは到底許さ
れることではありません。
　この雇い止め撤回は、各省庁や社団法人などの当局と対等な
関係で交渉を行っている国公一般の力が大きかったと思います。
職場に労働組合がなかったり、組合員が少数であったりしても、
一人で悩まずに国公一般に相談してみてください。私たち公務
の職場を、誰もが安心して働き続けられる職場に改善していき
たいと強く思います。あなたもぜひ、私たちと一緒に働きやす
い職場をつくりましょう！

東京国税局前の国公一般と全国税東京地連の共同行動


